第12回　小山市地域公共交通会議　議事要旨

■開催の概要
　□日　時：平成２２年１２月１７日（金）　13時30分～14時45分
　□会　場：本庁３階　大会議室北
　□出席者：大久保（市長）、生井（１号委員）、大山、中島、生沼、齊藤（以上、２号委員）、島田（３号委員）、
藤井、齋藤、田村（以上、４号委員）、小矢島（５号委員）、櫛下、谷田貝（以上、７号委員）、
若林（代理：永井）（８号委員）、大森、早乙女、上野、川上（代理：寺内）（以上、10号委員）
加藤（タクシー協会代表）（第6条4項規定により出席）　　（敬称略）
　□内　容：（1）東部地区の実施状況確認及び評価について
（2）西部地区のバス再編（案）及び事業者選定について

（3）平成２３年度再編事業に関する予算要求について
（4）その他　　①　サイクル＆バスライド整備について

②　第1回おーバス写真・絵画コンテストの実施について
■議事要旨

（1）東部地区の実施状況確認及び評価について
①資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があった。

・10月に再編成を行ったが、その後２ヶ月間の各路線の乗車人数は「乗車人員統計表」の通りである。
再編前の平均969人／日に対して再編後は1,0833人／日（10月）と約100人増加している。

・各路線の状況については「路線ごとの乗り込み調査資料」の通りである。
利用者数は再編による影響がある路線もあるが、概ね収支率は改善の傾向が見られる。

・ただし、間々田東西路線は高校生を中心に利用者数が減少したこと、土塔平成通り線と大谷中央線、
各デマンドエリアについては新規路線として周知度が低いため引き続き積極的なＰＲが必要であるなど、検証と対応が必要と考えている。

・デマンド利用者へ電話による聞き取り調査を行った結果では、高齢者を中心に利用がされており、今後
とも周知されることにより利用者は増加してくるものと考える。

・デマンドバスについては、予約や乗り継ぎに対するとまどいなどが伺えるが、新しいシステムに慣れて
もらうための取り組みを引き続き進めていきたい。

・デマンドバス自体の利用者がまだ少ないことからタクシーへの影響は現れていないが、今後の利用者
の動向によっては何らかの影響も予想される。バスとタクシーの共存を図るためにも、行政と事業者
との定期的な協働を図っていきたい。

・タクシー事業者とは12月９日に意見交換と情報交換の場を開催している。（別紙資料に概要を記載）
②事業者からは以下の報告があった。

・今回の再編成で西口での乗り継ぎの時間がより十分に確保され、順調に利用されている。羽川線、
間々田線については、複数ルートを１ルートに集約し往復型にしたことで、高齢者にもわかりやすいと
好評である。運行の変更内容もこの１～２ヶ月でおおよそ利用者には浸透し、理解されてきたと感じら
れる。（友井タクシー）

・高岳、城東中久喜、土塔平成通り、大谷中央線については、利用者数に応じた車両の入れ替えを行い

雨天時などの混雑にも対応ができている。デマンドバスについては、まだ新しいシステムが浸透するま
では時間がかかる。間々田東部・大谷中南部地区についてはいきいきふれあいセンター利用者の定期
的な利用が始まったところであり、口コミなどによる周知に期待している。最近は問い合わせ等も多くな
ってきており、行政と事業者で引き続きＰＲ等に努めていきたい。（大山タクシー）
・間々田東西線については、これまでの運賃体系に比較してやや割高感があるため、運賃の変更による
利用者減が見られる。（小山中央観光バス）

・小山駅東循環線については、運賃変更の影響はほとんどない。高齢者割引や乗り継ぎ制度の導入の
効果により、高齢者を含めた利用者の増加に繋がってきている感じがする。（関東自動車）
［主な質疑応答］
（委　員）：事務局からの報告によると、デマンドバスの収支は非常に厳しいようだ。ただし事業の目的は高齢者の交通手段の確保であり、単純に収支だけでは判断してはいけないと思う。利用者数以外に数値で計れないような効果は何かあるか？
（事務局）：運行開始２ヶ月を経過した段階であり、まずは計数的な整理を優先している。それ以外の利用者の声などは今後収集していきたいと考えている。

（委　員）：デマンドバスについて利用者の状況によってはワゴン型からセダン型への切り替えも検討するとのことだが、具体的にいつ頃か？

（事務局）：既に運行中の東部地区については、現在の車両をそのまま使用していく予定である。平成23年10月に西部地区で運行開始する時点で、検討をしたいと考えている。

（委　員）：デマンドバスの運行委託については、事業者懇談会において「業者の選定方法」「タクシー協会による受託」「市による配車業務」などいくつか意見要望があるようなので、これらについて事務局としてよく検討して欲しい。

（事務局）：事業者の意見はよく聞いて行きたい。ただし市が配車業務を行うことは新たなコストを発生させることになるために、この業務を行える事業者を委託の条件とした経緯がある。

（委　員）：いくつか課題はあるようだが、それらをクリアして一番いい方法を検討していって欲しい。

（タクシー協会）：協会の全事業者が事業に参画する機会が得られるように、事業者間でもよく協議して行きたい。
（2）西部地区のバス再編（案）及び事業者選定について
資料に基づき、来年度に実施予定の市西部地区のデマンド化の内容、運行仕様及び事業者の選定に
ついて事務局より説明があった。

・市西部については大きく「中・穂積・豊田地区」と「寒川・生井地区」に分けて運行を行う。

・西部地区の各自治会単位での説明会を実施しているが、出席率は戸数に対して約10％と関心はあま

り高くない。

・デマンドバスについては仕様書の内容をベースに事業者を募集・選定し、運行を委託する予定である。
ただし、委託に関する意見要望が事業者懇談会において出されているので、それらが整理できた段階
で正式に選定を行いたいと考えている。
・乗り継ぎ路線となる「(仮)思川駅線」と「(仮)道の駅線」については、現行の路線を再編成して引き続き小山中央観光バスに運行を委託する。
［主な質疑応答］
（委　員）：事務局としては（配車機能と能力を有する）タクシー会社が運行するのが望ましいと考えているとのことであるが、バス会社である当社が受託できる可能性がないのであれば、現在の受託している運行の関連人員の配置を早めに検討しなければいけない。
（事務局）：必ずしもバス運行会社の参画を制限するものではないが、受付配車の業務が可能で、その費用を社内で吸収できる業者に委託することでコスト削減をはかりたいという趣旨であることを理解願いたい。
（3）平成２３年度再編事業に関する予算要求について
資料３に基づき事務局より説明があり、質疑応答ののち、内容について承認された。

［主な質疑応答］
（委　員）：バスロケーションシステムは大山タクシーと友井タクシーが保有しているGPS機能で対応できるので、現時点では無理に導入する必要はないと思う。

（事務局）：そのシステムは「配車受付に利用する車両の位置情報システム」と考えられるが、事務局が想定するシステムは「一般利用者がパソコン及び携帯電話等で閲覧できる位置情報システム」である。ただし現時点では費用対効果を検討した結果、導入は見合わせた方がよいと思う。
（4）その他

　①　サイクル＆バスライド整備について

資料３に基づき事務局より説明があり、特に質疑応答はなく、内容について承認された。

　②　第1回おーバス写真・絵画コンテストの実施について
資料３に基づき事務局より説明があり、特に質疑応答はなく、内容について承認された。

（以　上）













